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９月の行事予定
１㈪　女性部会役員会 13:30　玉川区民会館

３㈬　★決算法人説明会 13:30　玉川税務署

　　　広報委員会（予定） 18:00　法人会事務局

４㈭　★第6・7・8支部合同秋のバス研修会（日光） 7:45　ハウジングプラザ瀬田駐車場集合

９㈫　青年部会全体会議 19:00　玉川ボランティアビューロー

11㈭　正副会長会議 16:30　玉川区民会館第3集会室

　　　理事会 18:00　玉川区民会館第1･2集会室

16㈫　青年部会第5回SKT交流ボウリング大会 18:30　EST渋谷東口会館

17㈬　源泉部会企業訪問見学会 8:30　三浦半島

　　　大型保障制度連絡協議会 18:00　南国飯店

19㈮　　【たまでんBOARD10月号原稿締切】

24㈬　女性部会SKT連絡会 16:00　丸の内タニタ食堂

25㈭　ｅ-Tax普及推進協議会 10:30　玉川税務署3F

30㈫　★研修委員会税務研修会署長講話 18:30　玉川区民会館

８月・９月の行事予定は８月11日現在のものです

★印は一般の方も参加できる行事です

お問い合わせは下記の玉川法人会事務局まで

８月の行事予定
20㈬　第12支部役員会 18:30　鈴木塗装工業所事務所

22㈮　総務委員会講演会分科会 18:30　法人会事務局

23㈯　青年部会納涼家族交流会 17:00　コヤマドライビングスクール

25㈪　　【たまでんBOARD９月号原稿締切】

26㈫　第９・10支部合同「サマーステージ26」反省会 18:00　用賀神社社務所

28㈭　★新設法人説明会 13:30　玉川税務署

　　　総務委員会 18:30　玉川ボランティアビューロー

31㈰　★第４支部尾山台サマーナイトフェスティバル 13:00　尾山台駅前
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●よき経営者をめざすものの団体それが法人会です。

正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営

をめざしたい。社会のお役に立ちたい。

そんな経営者の皆さんを支援する組織、 

それが法人会です。 

法人会は現在、全国に105万社、東京都内に49の単

位会、19万社の会員企業を擁する団体として大き

く発展しています。

税のオピニオンリーダーとしての貢献はもとより、

会員の研さんを支援する各種の研修会、また地域振

興やボランティアなど地域に密着した活動を積極的

に行っています。

●法人会は企業の間から自主的に誕生した団体です。

1947年（昭和22年）4月、わが国の税制はそれま

での賦課課税制度から申告納税制度へと移行し、法

人税も新しい制度へ生まれ変わりました。

しかし当時の社会経済状況は極めて悪く、経営者が

難解な税法を理解して自主的に税金を申告できるか

どうか、危ぶまれていました。

このため、納税者が自ら申告納税するには、納税者

自身が団体を結成し、その活動を通じて帳簿の整

備、税知識の普及などを図る必要性が生じてきまし

た。

法人会は、このようにして企業の間から自発的に生

まれてきた団体です。

法人会とは…
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玉川署新幹部名簿（平成26年７月）

官　　　　職 氏　名 旧所属

署　　　長

副署長（管理運営・徴収・法人課税担当）

副署長（総務・個人課税・資産課税担当）

特別国税調査官（法人）

総務課長

法人課税第１部門統括官

法人課税第２部門統括官

法人課税第３部門統括官

法人課税第４部門統括官

法人課税第１部門審理担当上席

東京国税局課税第一企画調整官

東京上野署副署長

留任

大和署副署長

荻窪署総務課長

渋谷署法事課税部門統括官

留任

留任

留任

大月署法人課税部門上席

髙藤　一夫

東山　俊雄

北川　健司

阿久津安志

内田　豊子

山下　彰彦

佐戸　　奏

沼澤千枝子

中神　博典

木村　　宏

タカフジ　　カズ　オ

ヒガシヤマ　トシ　オ

キタガワ　　ケン　ジ

　ア　ク　ツ　ヤス　シ

ウチ　ダ　　　トヨ　コ

ヤマシタ　　アキヒコ

　サ　ド　　　　ススム

ヌマサワ　チ　エ　コ

ナカガミ　　ヒロノリ

　キ　ムラ　　　　ヒロシ

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
東
京
国
税
局

課
税
第
一
部
企
画
調
整
官
か
ら
転
任
し

て
ま
い
り
ま
し
た
髙
藤
で
ご
ざ
い
ま
す
。

前
任
の
太
田
同
様
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

阿
部
会
長
を
は
じ
め
公
益
社
団
法
人

玉
川
法
人
会
の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に

わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
格
別
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

玉
川
法
人
会
は
、
昭
和
25
年
に
創
立

さ
れ
て
以
来
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ

て
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
と
納
税
意

識
の
高
揚
、
地
域
企
業
の
健
全
な
発
展

に
資
す
る
事
業
な
ど
を
展
開
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
税
務
行
政
の

円
滑
な
運
営
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

改
め
て
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
法
人
税
を
は
じ

め
国
税
の
多
く
は
、
納
税
者
が
自
ら
税

務
署
へ
所
得
な
ど
の
申
告
を
行
う
こ
と

に
よ
り
税
額
を
確
定
さ
せ
、
こ
れ
を
自

ら
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
申
告
納
税
制
度
が
適
正
に
機
能

す
る
た
め
に
は
、
第
一
に
納
税
者
が
高

い
納
税
意
識
を
持
ち
、
憲
法
・
法
律
に

定
め
ら
れ
た
納
税
義
務
を
自
発
的
か
つ

適
正
に
履
行
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
税
当
局
と
し
て
も
租

税
の
意
義
・
役
割
や
税
法
の
知
識
等
に

つ
い
て
の
広
報
活
動
、
租
税
教
育
、
法

令
の
解
釈
や
取
扱
い
等
の
明
確
化
、
税

務
相
談
な
ど
の
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
法
人
会
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
、
税
に
関
す
る
情
報
が
直

接
納
税
者
に
伝
わ
る
こ
と
が
非
常
に
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
者
の
申
告
を
確
認
し
た

り
、
正
し
い
申
告
へ
と
導
い
た
り
す
る

た
め
に
は
、
国
税
当
局
に
よ
る
調
査
や

指
導
に
よ
っ
て
、
誤
り
や
不
正
な
計
算

を
是
正
す
る
と
い
う
方
法
も
効
果
的
で

髙
藤
新
署
長
　
着
任
の
ご
挨
拶

す
が
、
今
後
は
未
然
に
誤
り
な
ど
を
防

止
す
る
観
点
か
ら
、
適
正
な
申
告
の
た

め
の
支
援
や
納
税
者
と
の
協
力
関
係
の

構
築
な
ど
も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
法
人
会
で

新
た
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
「
自
主

点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
普
及
推
進

に
よ
る
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上

の
施
策
は
、
私
ど
も
の
今
後
の
目
指
す

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

社
会
・
経
済
状
況
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
玉
川
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
様
々
な

課
題
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
培
っ
て

き
た
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
し
、

引
き
続
き
緊
密
な
協
調
関
係
を
築
い
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
、
玉
川
法
人
会
の
皆
様
と

は
、
今
後
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
積
極

的
に
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
玉
川
法
人
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
並
び
に
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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日　

時…

７
月
16
日
㈬　

18
時
〜

場　

所…

南
国
飯
店

　

42
名
の
法
人
会
役
員
・
顧
問
・
相
談

役
が
参
加
、
玉
川
税
務
署
か
ら
は
、
今

年
度
の
人
事
異
動
で
着
任
さ
れ
た
髙
藤

一
夫
署
長
、
東
山
俊
雄
副
署
長
を
始
め
、

山
下
彰
彦
法
人
課
税
第
１
部
門
統
括
官
、

木
村
宏
審
理
担
当
上
席
に
も
ご
臨
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

阿
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、
髙
藤
新
署

長
か
ら
は
力
強
い
着
任
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
紹
介
の
後
、
署
の
幹
部
の
皆

様
と
玉
川
法
人
会
役
員
と
が
名
刺
交
換

日　

時…

７
月
16
日
㈬　

15
時
〜
17
時

場　

所…

玉
川
税
務
署　

３
階
会
議
室

出
席
者
…
37
名

１
会
長
挨
拶

２
税
務
署
長
挨
拶

３
報
告
事
項

⑴
世
田
谷
区
子
供
部
保
育
計
画
担
当

よ
り
〜「
保
育
園
に
お
貸
し
く
だ

さ
い
」

⑵
第
４
回
通
常
総
会
の
総
括
に
つ
い

て
⑶
平
成
26
年
度
会
員
増
強
目
標
等
に

つ
い
て
〜
推
進
員
へ
の
奨
励
施
策

に
つ
い
て

髙藤署長

世田谷区子供若者部のみなさん

税
務
署
幹
部
名
刺
交
換
会

第
2
回
　
理
事
会

法人課税第１部門  山下統括国税調査官

東山副署長

法人課税第１部門  木村審理担当上席

⑷
「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
絆
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

⑸
地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
制
度
に

つ
い
て

⑹
公
益
事
業
推
進
担
当
副
会
長
よ
り

⑺
ｔ
ａ
ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｗ
ａ
公
論
原
稿
の
お

願
い

⑻
法
人
会
事
業
報
告

⑼
常
設
委
員
会
、
支
部
・
部
会
報
告

⑽
平
成
25
年
度
被
災
法
人
会
支
援
募

金
実
績
報
告

４
審
議
事
項

⑴「
税
を
考
え
る
週
間
講
演
会
」
演
題

に
つ
い
て

⑵
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
看
板
（
多
摩
堤
通
り
）

撤
去
に
つ
い
て

し
な
が
ら
、
今
後
の
会
活
動
に
つ
い
て

活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

⑶
新
春
記
念
講
演
会
講
師
選
定
に
つ

い
て

⑷
広
報
委
員
会
委
員
変
更
に
つ
い
て

⑸
事
業
変
更
届
け

世田谷区からのお願い
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日　

時…

６
月
27
日
㈮　

午
後
１
時
〜

場　

所…
玉
川
消
防
署

　

普
通
救
命
救
急
講
習
会
が
、
去
る
６

月
27
日
、
玉
川
消
防
署
の
協
力
を
頂
き
、

消
防
署
の
地
下
集
会
室
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
は
、「
大
切
な
人
の

命
を
救
い
た
い
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

主
に
「
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
い
方
」
及
び
「
心
臓
蘇
生
の
方

法
」
を
専
門
の
方
に
丁
寧
に
教
え
て
頂

き
、
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

次
回
の
講
習
会
は
上
級
者
編
と
し
て
、

10
月
７
日
㈫
の
午
前
９
時
か
ら
17
時
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

内
容
は
今
回
の
テ
ー
マ
に
加
え
疾
病

者
管
理
・
外
傷
の
応
急
手
当
、
そ
し
て

怪
我
人
の
搬
送
方
法
等
を
学
ぶ
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
法
人
会
が
負
担
い
た
し
ま

す
。
皆
様
は
無
料
（
昼
食
付
）
で
講
習

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
良
い
チ
ャ
ン

ス
な
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
の
で
奮
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

　

な
お
、
会
場
の
都
合
で
定
員
は
10
名

と
少
数
で
す
の
で
、
申
し
込
み
は
先
着

順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

玉
川
法
人
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
講

習
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

普
通
救
命
救
急
講
習
会

社
会
貢
献
委
員
会

講習会の様子ご挨拶の若山社会貢献委員長

研
修
会
概
要

日　

時
…
平
成
26
年
7
月
4
日

　
　
　
　

午
後
6
時
〜

場　

所
…
奥
沢
区
民
セ
ン
タ
ー
第
2
会
議
室

出
席
者
…
28
名

研
修
内
容

第
1
部
…
「
生
命
保
険
を
生
か
し
た
相

続
準
備
」

講　

師
…
大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

　
　
　
　

課
長　

宮
田　

貴
浩　

様

第
2
部
…
「
相
続
税
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
」

講　

師
…
元
世
田
谷
税
務
署
長　

　
　
　
　

松
元
税
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

松
元　

弘
文　

様

結
果
報
告

◆
悪
天
候
の
中
、
第
1
支
部
21
名
、
第

2
支
部
7
名
が
集
ま
り
、
来
年
度
か
ら

改
正
さ
れ
相
続
税
に
関
す
る
改
正
点
と

相
続
準
備
の
ポ
イ
ン
ト
を
熱
心
に
受
講

し
ま
し
た
。

◆
相
続
は
予

期
せ
ぬ
時
に

来
る
も
の
で

す
の
で
、
い

ざ
と
い
う
時

に
慌
て
な
い

た
め
に
は
、

相
続
財
産
の

把
握
が
最
も

大
事
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

◆
そ
し
て
、
相
続
税
を
減
少
さ
せ
る
ポ

イ
ン
ト
は
、「
少
し
で
も
早
い
時
期
に

考
え
始
め
、
長
い
期
間
を
か
け
て
準
備

す
る
こ
と
が
大
事
」
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
生
命
保
険
や
贈
与
を
有
効
に

活
用
す
る
の
が
得
策
で
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

◆
忙
し
い
日
常
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る

最
中
に
、
相
続
の
準
備
ま
で
考
え
る
こ

と
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
来
年
度
か
ら
の
相
続
税
増
税

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
早
い
時
期

か
ら
の
相
続
税
準
備
を
心
が
け
る
こ
と

を
参
加
者
全
員
で
合
意
し
ま
し
た
。

（
第
2
支
部　

出
澤
素
賀
子
）

平
成
26
年
度
第
1
回
研
修
会
報
告

第
1
・
2
支
部
合
同

司会進行役の松野順子
第１支部副支部長

研修中の模様

第２部講師  元世田谷税務署長
税理士  松元弘文様

第１部講師  大同生命保険㈱
渋谷支社課長  宮田貴浩様

会
員
の
皆
さ
ん
は
勿
論
で
す
が
、
未
加

入
の
会
員
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
下

さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
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女
性
部
会
　
研
修
会
と
懇
親
会

第
2
支
部

日　

時…

６
月
23
日
㈪　

午
後
６
時
30
分

内　

容

１　

研
修
会　

　
　

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
ハ
ワ
イ
の
花
の
香

り
と
優
し
い
風
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
！
（
初
心
者
向
け
の
や
さ
し

い
曲
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。）

場　

所…

ス
タ
ジ
オ　

エ
ン
ジ
ェ
ル

講　

師　

依
田　

友
子　

様

出
席
者…

10
名

２　

懇
親
会

場　

所…

Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
自
由
が
丘

出
席
者…

８
名

　

平
成
26
年
度
女
性
部
会
第
１
回
研
修

会
は
、
会
員
の
依
田
友
子
さ
ん
に
お
願

い
し
て
フ
ラ

ダ
ン
ス
に
挑

戦
で
す
。
フ

ラ
ダ
ン
ス
の

衣
装
に
着
替

え
る
と
気
持

ち
は
フ
ラ
ダ

ン
サ
ー
、
で

も
フ
ラ
ダ
ン

ス
は
な
か
な

か
難
し
い
。

依
田
先
生
の

丁
寧
な
リ
ー

ド
の
お
か
げ

で
レ
ッ
ス
ン

は
大
変
楽
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
一

時
間
で
し
た
。

　

課
題
曲
は
、L

e
i N
a
n
i

（B
e
a
u
tifu
l 

L
e
i

）素
敵
な
ラ
ブ
ソ
ン
グ
で
す
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
で
は
、
髪
飾
り
は
、
未

婚
者
は
右
側
、
既
婚
者
は
左
側
に
つ
け

ま
す
。

　

レ
イ
は
、
お
祝
い
ご
と
に
頻
繁
に
使

わ
れ
ま
す
。
誕
生
日
、
卒
業
式
、
出
逢

い
な
ど
、
そ
の
用
途
は
様
々
で
す
。
ま

た
そ
の
す
べ
て
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
お
い
て
、

贈
ら
れ
る

レ
イ
も
変

わ
っ
て
き

ま
す
。
一

般
に
レ
イ

は
切
れ
目

が
な
い
と

さ
れ
、
永

遠
に
途
切

れ
な
い
愛

の
証
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
ア
ン

ソ
ン
グ
で
は
、
レ
イ
は
お
花
の
意
味
で

す
が
、
女
性
の
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

素
敵
な
愛
の
歌
に
あ
わ
せ
て
フ
ラ
ダ

ン
ス
が
踊
れ
る
ま
で
私
た
ち
の
挑
戦
は
、

続
き
ま
す
。

　

次
回
は
、
９
月
の
予
定
で
す
。

　

初
め
て
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
レ
ッ
ス
ン
の

後
、
楽
し
い
懇
親
会
を
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
に
て

行
い
ま
し
た
。

（
女
性
部
会　

第
２
支
部
長　

出
澤
素
賀
子
） 真剣にレッスンを受けています

とっても楽しかったです

日　

時
…
7
月
9
日
㈬　

午
後
６
時
〜

場　

所
…
玉
川
区
民
会
館　

４
F

　
　
　
　
　

会
議
室　

第
1
集
会
室

講　

師
…
世
田
谷
区
危
機
管
理
室

　
　
　
　

災
害
対
策
課
長　

有
馬　

秀
人　

様

出
席
者
…
32
名

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
あ
ま
り
が

過
ぎ
、
最
近
も
千
代
田
区
で
震
度
５
弱

の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
・
雑

誌
で
も
こ
こ
の
と
こ
ろ
首
都
直
下
型
地

震
の
可
能
性
や
東
南
海
地
震
の
予
測
な

ど
の
報
道
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
2
0
0
0

年
か
ら
10
年
間
に
世
界
で
発
生
し
た
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6.
0
以
上
の
地
震
は

1
0
3
6
回
で
、
そ
の
う
ち
日
本
の
領

海
内
で
発
生
し
た
も
の
は
2
1
2
回
も

あ
る
そ
う
で
す
。
率
に
す
る
と
20.
5
%

で
す
。

　

そ
こ
で
、
第
３
支
部
で
は
「
世
田
谷

区
の
地
震
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
講
師
は
世
田
谷

区
役
所
に
協
力
の
う
え
、
有
馬
課
長
に

ご
講
話
頂
き
ま
し
た
。
命
・
生
活
に
直

結
す
る
問
題
な
の
で
、
皆
さ
ま
熱
心
に

勉
強
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
意
見
交
換
会
で
は
、
ト
ラ
ッ

ト
リ
ア
･
ロ
ア
ジ
へ
場
所
を
変
え
、
皆

さ
ま
の
防
災
対
策
や
普
段
心
が
け
て
い

る
こ
と
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
･
ロ
ア

ジ
の
季
節
感
た
っ
ぷ
り
で
彩
り
豊
か
な

お
い
し
い
料
理
を
頂
き
な
が
ら
、
第
３

支
部
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
は
変
わ
ら
ず
、

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

（
第
3
支
部　

広
報
委
員　

中
岡
正
裕
）

講師の有馬課長

「我が家の地震対策は…」熱心に勉強中です

研
修
会
・
意
見
交
換
会

第
3
支
部



19

日　

時…

６
月
29
日
㈰　

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
〜

場　

所…

桜
新
町
「
神
田
屋
寿
司
」
３
階

出
席
者…

13
名

　

早
い
も
の
で
こ
の
会
も
今
年
で
３
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
６
月
の
最
後
の
日

曜
日
に
開
催
す
る
べ
く
公
益
法
人
に

な
っ
た
年
に
年
間
活
動
予
定
を
提
出
す

る
事
に
な
り
、
慌
て
て
計
上
し
た
会
で

し
た
が
お
陰
さ
ま
で
毎
回
嗜
好
を
変
え

な
が
ら
多
く
の
会
員
に
参
加
戴
い
て
お

り
ま
す
。
大
先
輩
か
ら
新
人
ま
で
「
美

味
し
い
食
を
囲
む
」
そ
れ
だ
け
で
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
会
に
な
り
ま

す
。
今
年
は
隣
の
支
部
の
「
神
田
屋
寿

司
」
さ
ん
で
美
味
し
い
料
理
と
お
か
み

さ
ん
自
ら
テ
ー
ブ
ル
に
紫
陽
花
の
花
を

そ
こ
か
し
こ
に
あ
し
ら
っ
て
戴
き
、
心

の
こ
も
っ
た
「
お
も
て
な
し
」
を
頂
戴

し
た
り
、
ま

た
今
年
は
支

部
長
始
め
男

性
３
名
の
ゲ

ス
ト
を
迎
え

大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
会

と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か

ら
暑
い
夏
の

お
祭
り
も
控

え
、
久
し
く
お
目
に
か
か
る
方
々
に
手

伝
い
の
要
請
も
こ
の
時
と
ば
か
り
に

（
笑
！
）
お
願
い
が
で
き
て
話
が
早
い
！

食
事
の
後
は
隣
の
部
屋
の
カ
ラ
オ
ケ
で

歌
声
を
披
露
し
て
戴
い
て
皆
さ
ま
の
健

康
に
一
役
。
長
い
お
付
き
合
い
の
皆
さ

ま
方
と
こ
う
し
て
過
ご
す
時
間
は
、
そ

れ
な
り
に
時
の
重
さ
も
感
じ
つ
つ
、
元

気
で
笑
い
合
え
る
お
互
い
の
健
康
を
確

認
で
き
る
貴
重
な
時
間
な
の
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
帰
り
道
、
突
然
の

大
雨
に
濡
れ
た
「
紫
陽
花
た
ち
」、
い
つ

い
つ
ま
で
も
瑞
々
し
く
て
「
吉
」（
よ

し
）
と
云
う
事
に
致
し
ま
せ
う
。

（
女
性
部
会　

第
10
支
部
長　

坂
部
英
子
）

大変美味しくいただきました

美人揃いの第10支部女性部会です

女
性
部
会
新
旧
役
員
懇
親
会

第
10
支
部

日　

時
…
7
月
３
日
㈭　

14
時
30
分
〜

場　

所
…
玉
川
町
会
会
館

出
席
者
…
25
名

　

す
っ
か
り
恒
例
に
な
っ
た
健
康
増
進

研
修
会
が
６
月
に
続
き
、
７
月
３
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
と
い
う
と
汗

を
か
き
激
し
い
も
の
を
想
像
し
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
身
体
の
歪
み
を
持
ち
な

が
ら
の
激
し
い
運
動
は
返
っ
て
身
体
を

壊
し
て
し
ま
う
、
正
し
い
姿
勢
と
健
康

で
し
な
や
か
な
背
骨
作
り
が
、
本
当
に

健
康
な
身
体
を
作
る
と
い
わ
れ
、
一
生

自
分
の
脚
で
歩
く
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
。

今
年
は
特
に
腰
痛
や
肩
こ
り
、
膝
の
痛

み
に
悩
む
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、

・
骨
折
の
手
術
の
あ
と
、
上
が
ら
な

か
っ
た
脚
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
背
中
が
痺
れ
て
上
が
ら
な
か
っ
た
手

が
、
魔
法
の
よ
う
に
上
が
っ
た
。

・
座
骨
神
経
痛
で
歩
く
の
も
辛
か
っ
た

け
れ
ど
、
痛
み
が
軽
く
な
っ
た
。

・
３
年
続
け
て
、
力
を
抜
く
大
切
さ
を

知
り
、
長
年
の
腰
痛
が
軽
減
し
た
。

と
、
喜
び
の
声
が
続
出
。
セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
は
、
先
生
に
直
接
お
礼
を
言
わ
れ

る
方
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
是
非
来

年
も
続
け
て
欲
し
い
と
の
声
も
多
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
中
尾
先
生
、
過
密
ス

ケ
ー
ジ
ュ
ー
ル
の
中
お
越
し
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
女
性
部
会　

第
６
支
部
長　

廣
部
雅
子
）

「健康のためなら…」ガンバってる皆さん

中
尾
和
子
先
生
に
よ
る

　
第
３
回
健
康
増
進
研
修
会

　
　…

一
生
自
分
の
脚
で
歩
く
た
め
に…

女
性
部
会
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日　

時…

７
月
９
日
㈬

場　

所…
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

出
席
者…
51
名

　

７
月
９
日
㈬
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
平
成
26
年
度
第
１
回
ゴ
ル
フ

同
好
会
コ
ン
ペ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
人
数
は
51
名
、
協
賛
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
会
社
は
10
社
。

　

当
日
は
、
午
前
中
曇
り
で
蒸
し
暑
く

午
後
か
ら
は
小
雨
が
降
る
中
、
全
員
が

最
後
ま
で
プ
レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

　

優
勝
は
、
第
11
支
部
の
高
橋
ト
モ
子

さ
ん
。

平
成
26
年
度
第
１
回
コ
ン
ペ
開
催

ゴ
ル
フ
同
好
会

　

皆
さ
ま
素
晴
ら
し
い
成
績
で
回
ら
れ

ま
し
た
。
ス
コ
ア
は
70
台
が
５
名
、
80

台
が
17
名
で
し
た
。

　

商
品
は
高
級
フ
ル
ー
ツ
、
家
電
、
ワ

イ
ン
、
キ
ャ
デ
ィ
ー
バ
ッ
ク
で
し
た
。

優　

勝　

第
11
支
部　

高
橋
ト
モ
子
さ
ん

準
優
勝　

第
２
支
部　

松
本　

正
三
さ
ん

３　

位　

第
７
支
部　

草
野　
　

力
さ
ん

東
京
法
人
連
合
会
松
崎
也
寸
志
様
（
昨

年
に
引
き
続
き
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。）

ゴ
ル
フ
同
好
会
よ
り

　

玉
川
法
人
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
は
、
ゴ

ル
フ
を
通
じ
て
各
企
業
の
情
報
交
換
と

親
睦
の
場
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
代
表
幹
事　

鈴
木
準
之
助
）

優勝の高橋トモ子さん

素敵な景品の協賛ありがとうございました

大勢の皆さんが参加しました

日　

時…

７
月
25
日
㈮

場　

所…

テ
ア
ト
ロ　

パ
ッ
シ
オ
ー
ネ

出
席
者…

20
名

　

何
と
も
高
貴
な
ラ
ベ
ル
が
印
象
的
な

シ
ャ
ン
パ
ン
、〝
バ
ロ
ン
・
ド
・
ロ
ス

チ
ャ
イ
ル
ド
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
〞
。
さ
す

が
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
か
ら
男
爵
の

称
号
と
と
も
に
授
け
ら
れ
た
紋
章
は
素

敵
ね
ぇ…

と
グ
ラ
ス
を
傾
け
始
め
る
と

…

ふ
っ
と
心
が
華
や
ぎ
ま
す
。

　

梅
雨
明
け
前
の
７
月
25
日
、
ワ
イ
ン

研
究
同
好
会
は
設
立
10
周
年
を
迎
え
、

特
別
企
画
と
し
て
《
フ
ラ
ン
ス
の
至
宝
、

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
の
シ
ャ
ン
パ
ン
と

ワ
イ
ン
で
乾
杯
》
と
し
て
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
同
好
会
は
奥
沢
の
根
岸
酒

店
が
原
点
の
よ
う
で
す
が
、
大
原
代
表

を
始
め
昔
か
ら
の
役
員
の
方
々
の
ご
努

力
で
10
年
続
き
、
感
謝
す
る
ば
か
り
で

す
。

　

会
の
前
日
の
夕
方
は
、
驚
く
ば
か
り

の
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
強
運
の
皆
様
の

お
か
げ
か
晴
天
、
約
20
名
の
方
に
ご
参

加
頂
き
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
料
理

が
好
評
の
用
賀
の
「
テ
ア
ト
ロ　

パ
ッ

シ
オ
ー
ネ
」、
講
師
は
エ
ノ
テ
カ
の
吉

野
翔
氏
で
す
。
会
の
１
部
で
は
、
佐
藤

さ
ん
の
司
会
で
、
大
原
代
表
幹
事
の
挨

第
10
回
通
常
総
会
・
第
23
回
例
会

ワ
イ
ン
研
究
同
好
会
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拶
、
猿
渡
幹
事
の
会
計
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

２
部
は
、
守
屋
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭

で
会
は
ス
タ
ー
ト
し
、
吉
野
さ
ん
の
ワ

イ
ン
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て…

ま
ず
喉

の
渇
き
を
潤
す
た
め
に
と
、
白
の
カ

デ
・
ド
ッ
ク
・
シ
ャ
ル
ド
ネ
が
登
場
。

南
仏
の
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
で
造
ら
れ

た
１
０
０
％
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
で
、
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
で
し
か
も
余
韻
も
あ
り
、

個
人
的
に
は
南
仏
ワ
イ
ン
の
コ
ス
パ
の

高
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。
ぶ
ど
う
の
種

類
に
も
よ
る
け
ど
、
こ
の
ワ
イ
ン
は
昔

な
が
ら
の
伝
統
と
最
新
技
術
の
融
合
だ

そ
う
で
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
ワ
イ
ン
な

の
に
コ
ク
も
あ
り
ま
す
。
お
料
理
は
ど

び
き
り
美
味
し
い
生
ハ
ム
、
サ
ラ
ダ
、

カ
ル
パ
ッ
チ
ョ…

。
こ
の
お
店
の
オ

リ
ー
ブ
も
美
味
。

　

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
は
、
ボ
ル
ド
ー

の
最
高
の
赤
ワ
イ
ン
「
５
大
シ
ャ
ト
ー
」

の
〝
シ
ャ
ト
ー
・
ラ
フ
ィ
ッ
ト
・
ロ
ー

ト
シ
ル
ト
〞
、〝
シ
ャ
ト
ー
・
ム
ー
ト

ン
・
ロ
ー
ト
シ
ル
ト
〞
の
生
産
者
で
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
最
初
、
ラ
フ
ィ
ッ

ト
が
格
付
け
１
級
で
も
、
ム
ー
ト
ン
は

２
級
に
甘
ん
じ
、
そ
の
後
異
例
の
格
付

け
見
直
し
で
１
級
に
返
り
咲
い
た
の
は

良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ム
ー
ト
ン
は

ラ
ベ
ル
に
巨
匠
の
絵
を
使
っ
た
り
、

オ
ー
パ
ス
ワ
ン
の
設
立
に
関
っ
た
り
、

苦
節
の
時
期
が
あ
っ
た
た
め
か
、
そ
の

後
の
工
夫
や
展
開
の
仕
方
が
他
の
シ
ャ

ト
ー
と
少
し
違
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す

（
あ
く
ま
で
私
見
で
す
が
）。

　

い
よ
い
よ
、
今
回
の
目
玉
の
シ
ャ
ン

パ
ン
の
バ
ロ
ン
・
ド
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル

ド
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
が
登
場
！
ラ
ベ
ル
の

金
色
の
エ
ン
ブ
レ
ム
に
は
、
ロ
ス
チ
ャ

イ
ル
ド
家
５
人
の
兄
弟
の
団
結
の
シ
ン

ボ
ル
と
さ
れ
る
５
本
の
矢
。
盾
の
下
に

は
、
家
訓
のC

o
n
co
rd
ia
, In
teg
rita
s, 

In
d
u
stria

〝
調
和
、
誠
実
、
勤
勉
〞
と

い
う
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。「
バ
ロ

ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
ロ
ス
チ
ャ
イ

ル
ド
」、「
ド
メ
ー
ヌ
・
バ
ロ
ン
・
ド
・

ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
」、「
バ
ロ
ン
・
エ
ド

モ
ン
・
ド
・
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
」
の
３

社
の
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
が

造
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
シ
ャ
ン
パ
ン
だ
そ

う
で
す
。
こ
れ
っ
て
ボ
ル
ド
ー
の
一
級

生
産
者
が
シ
ャ
ン
パ
ン
業
界
に
横
槍
？

美
し
い
ラ
ベ
ル
の
エ
ン
ブ
レ
ム
に
は
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
大
帝
国
の
思
い
が
秘

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
ワ
イ
ン
は
市
川
海
老
蔵
さ
ん
の

結
婚
式
に
使
わ
れ
た
シ
ャ
ン
パ
ン
と
し

て
有
名
で
す
。
海
老
蔵
と
聞
く
だ
け
で
、

心
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
が
上
が
る
女
性
も
い

そ
う
で
す
ね
。
美
味
し
い
の
声
が
あ
ち

こ
ち
で…

。
ブ
ド
ウ
は
グ
ラ
ン
・
ク

リ
ュ
、
プ
ル
ミ
エ
・
ク
リ
ュ
の
中
で
も

選
り
す
ぐ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
上
質
な

キ
メ
細
か
さ
を
感
じ
る
味
わ
い
で
、
個

人
的
に
は
こ
れ
ま
で
飲
ん
だ
シ
ャ
ン
パ

ン
の
中
で
も
か
な
り
美
味
し
い
１
本
。

　

お
料
理
も
、
フ
リ
ッ
タ
ー
、
ピ
ザ
や

ト
マ
ト
味
の
パ
ス
タ
も
大
変
美
味
で
、

ワ
イ
ン
も
、
赤
の
南
仏
の
〝
カ
デ
・

ド
ッ
ク
・
カ
ベ
ル
ネ
ソ
ー
ヴ
ィ
二
ヨ
ン
〞

が
出
て
き
ま
し
た
。
し
っ
か
り
し
た
タ

ン
ニ
ン
が
強
い
ワ
イ
ン
で
す
。
次
は
世

界
中
で
一
番
愛
さ
れ
て
い
る
、〝
ム
ー

ト
ン
・
カ
デ
・
ル
ー
ジ
ュ
〞
。
カ
ジ
ュ

ア
ル
な
ワ
イ
ン
で
す
が
、
飲
み
や
す
い

け
ど
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
の
ブ
ラ
ン
ド

の
質
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
ワ
イ
ン
で

す
。

　

ワ
イ
ン
と
お
料
理
を
堪
能
し
た
と
こ

ろ
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
経
ち
、

坂
東
幹
事
の
中
締
め
の
挨
拶
。

　

ど
こ
か
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

が
、
ブ
ラ
ン
ド
の
力
と
い
う
の
は
人
に

夢
を
見
せ
て
あ
げ
る
こ
と
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。L

ife
 is b

e
a
u
tifu
l

。
エ
レ

ガ
ン
ト
な
香
り
の
美
味
し
い
ワ
イ
ン
は
、

ふ
と
こ
ん
な
気
持
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

あ
れ
、
酔
っ
ち
ゃ
っ
た
か
な…

※

大
勢
で
ワ
イ
ン
を
飲
む
の
は
楽
し
い

も
の
で
す
。
お
一
人
で
も
お
友
達
と
ご

一
緒
で
も
、
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
第
３
支
部　
　

羽
田
葉
子
）
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特
定
非
営
利
活
動
法
人　

小
児
臨
床
研

究
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

理
事

秋
元　

臨
床
研
究
支
援
・
コ
ン
サ
ル

テ
ー
シ
ョ
ン　

代
表

独
立
行
政
法
人　

国
立
成
育
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
研
究
所　

小
児
血
液
・
腫
瘍

研
究
部　

研
究
員
（
非
常
勤
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部　

外
科
学
教
室

　

一
般
消
化
器
外
科　

非
常
勤

博
士
（
獣
医
学
）　

秋
元　

信
吾

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
小
児
臨
床
研

究
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ご
紹
介

　

近
年
の
分
子
生
物
学
や
遺
伝
子
研
究

の
目
覚
ま
し
い
発
展
・
進
歩
と
個
別
化

医
療
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
現
代
医
療

に
お
い
て
、「
正
確
な
診
断
」
は
「
最
適

な
治
療
」
を
受
け
る
上
で
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
。
特
に
新
し
い
治
療
法
や

診
断
法
を
評
価
す
る
た
め
の
臨
床
試
験

に
お
い
て
、「
正
確
な
診
断
」
は
重
要
で

す
。「
正
確
な
診
断
」
な
し
に
、「
最
適

な
治
療
」
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

小
児
臨

床
研
究
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
そ
の

様
な
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

大
人
の
領
域
と
比
べ
て
大
幅
に
立
ち
遅

れ
て
い
る
小
児
固
形
が
ん
を
中
心
に
、

小
児
の
希
少
性
疾
患
を
対
象
と
し
た

「
正
確
な
診
断
」
に
基
づ
い
た
「
最
適
な

治
療
」
を
確
立
す
る
た
め
の
医
学
の
臨

床
研
究
、
お
薬
の
臨
床
試
験
に
お
け
る

「
正
確
な
診
断
」
を
人
的
か
つ
財
政
的
に

支
援
す
る
た
め
に
、
平
成
25
年
8
月
6

日
、
独
立
行
政
法
人　

国
立
成
育
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
の
医
師
、
研
究
者
の
有

志
に
よ
っ
て
設
立
を
し
た
N
P
O
法
人

で
す
。
ま
た
、
当
法
人
は
、
臨
床
研
究
・

臨
床
試
験
に
直
接
係
る
専
門
家
の
医

師
、
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
市
民

の
皆
様
に
対
す
る
普
及
啓
発
・
教
育
活

動
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
女
子
大
学

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
等
に
お
き
ま
し

て
、
講
演
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち
の
目
的
・
目
標

は
、
私
共
の
法
人
で
あ
る
「
小
児
臨
床

研
究
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
支
援
し

て
い
た
だ
く
こ
と
自
体
が
、
社
会
貢

献
・
社
会
奉
仕
と
な
り
ま
す
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
保
険
医
療
の
対
象
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
多
く
の
お
薬
や
治
療
法
、

診
断
法
も
、
国
内
お
よ
び
海
外
で
の
臨

床
試
験
に
よ
っ
て
進
歩
し
て
き
ま
し

た
。
現
在
の
治
療
は
、
こ
れ
ま
で
に
行

わ
れ
た
臨
床
試
験
に
、
多
く
の
患
者
さ

ん
が
協
力
し
て
頂
け
た
こ
と
に
よ
っ
て

つ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

*
臨
床
試
験
： 

新
し
い
お
薬
が
政
府
の

承
認
を
得
て
一
般
の
診
療
で
使
え
る

よ
う
に
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
を
集
め

る
目
的
の
臨
床
研
究
の
こ
と

*
臨
床
研
究
： 

患
者
さ
ん
に
協
力
し
て

頂
き
、
病
気
の
原
因
の
解
明
、
病
気

の
予
防
・
診
断
・
治
療
の
改
善
、
患

者
さ
ん
の
生
活
の
質
の
向
上
な
ど
の

た
め
に
行
う
医
学
研
究
の
こ
と

*
特
定
非
営
利
活
動
法
人

小
児
臨
床
研
究
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
： 

1
5
7

－

8
5
3
5

東
京
都
世
田
谷
区
大
蔵
2

－

10

－

1

独
立
行
政
法
人　

国
立
成
育
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
所　

小
児
血
液
・

腫
瘍
研
究
部
内

T
E
L  

0
3

－

6
4
1
1

－

8
3
5
4

F
A
X  

0
3

－

6
4
1
1

－

8
3
6
4

h
ttp
://w

w
w
.sn
ccr.o

rg
/

臨
床
試
験
は
新
し
い
お
薬
や
新
し
い
治

療
・
診
断
法
を
評
価
す
る
た
め
の
方
法

　

臨
床
試
験
は
、
新
し
い
治
療
法
や
診

断
法
を
評
価
す
る
た
め
の
方
法
で
す
。

新
し
い
治
療
法
や
お
薬
の
候
補
が
標
準

治
療
と
し
て
認
め
ら
れ
、
一
般
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
長
い
時
間

と
労
力
が
必
要
で
す
。
そ
の
お
薬
や
治

療
法
が
本
当
に
効
く
の
か
、
安
全
に
使

う
こ
と
が
出
来
る
の
か
ど
う
か
を
化
学

的
な
方
法
で
調
べ
て
確
認
を
す
る
こ
と

が
「
臨
床
試
験
」
で
す
。
臨
床
試
験
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
を
集
め
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
自
身
、
あ

る
い
は
将
来
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、

よ
り
良
い
治
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

繋
が
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
抗
が
ん
剤

に
関
す
る
臨
床
試
験
を
中
心
に
、
お
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

*
標
準
治
療
：
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い

て
、
あ
る
状
態
の
一
般
的
な
患
者
さ

ん
に
対
し
て
現
在
お
こ
な
う
こ
と
で

き
る
最
良
の
治
療
で
あ
り
、
最
も
推

奨
さ
れ
る
治
療

臨
床
試
験
の
目
的

　

臨
床
試
験
に
は
、
大
き
く
分
け
て

「
治
験
」
と
「
研
究
者
（
医
師
）
主
導
臨

床
試
験
」
が
あ
り
ま
す
。「
治
験
」
は
、

厚
生
労
働
省
に
新
薬
と
し
て
の
承
認
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
臨
床
試

験
の
こ
と
で
、
製
薬
企
業
や
医
師
が
行

い
ま
す
。
治
験
を
実
施
し
、
安
全
性
と

有
効
性
が
確
認
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
よ

り
承
認
が
得
ら
れ
れ
ば
、
認
め
ら
れ
た

病
気
に
対
し
て
新
薬
に
よ
る
治
療
が
で

き
る
様
に
な
り
ま
す
。

　

「
研
究
者
（
医
師
）
主
導
臨
床
試
験
」

は
、
研
究
者
（
医
師
）
が
主
体
と
な
っ

て
非
営
利
で
行
わ
れ
る
臨
床
試
験
で
、

す
で
に
承
認
さ
れ
た
複
数
の
お
薬
を
組

み
合
わ
せ
た
り
、
手
術
や
放
射
線
治
療

を
組
み
合
わ
せ
て
、
最
良
な
治
療
法
や

診
断
法
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
う
臨
床
試
験
の
こ
と
で
す
。

臨
床
試
験
の
段
階

特
別
寄
稿

医
学
の
臨
床
研
究
・
臨
床
試
験
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
N
P
O
法
人
の
役
割
と
必
要
性
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１.

第
1
相
試
験
（
安
全
性
の
確
認
）

　

お
薬
の
安
全
性
の
確
認
と
有
効
で
安

全
な
投
与
量
や
投
与
方
法
を
確
認
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
。
が
ん
の
種
類
を
特

定
せ
ず
に
少
数
の
患
者
さ
ん
（
20
人
〜

30
人
程
度
）
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

２.

第
2
相
試
験
（
有
効
性
の
確
認
）

　

第
１
相
試
験
で
有
効
で
安
全
と
判
断

し
た
投
与
量
や
投
与
方
法
で
お
薬
の
有

効
性
と
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
が
ん
の
種
類
や
病
態
（
病
気

の
進
行
具
合
、
転
移
の
有
無
等
）
を
特

定
し
て
、
第
1
相
試
験
よ
り
も
多
い
数

の
患
者
さ
ん
（
数
十
人
〜
数
百
人
）
を

対
象
に
実
施
し
ま
す
。

３.

第
３
相
試
験
（
従
来
の
標
準
治
療

と
の
直
接
比
較
に
よ
る
有
効
性
・
安
全

性
の
総
合
評
価
）

　

新
し
い
お
薬
や
治
療
法
が
従
来
の
お

薬
や
治
療
法
（
標
準
治
療
）
と
比
べ
て
、

安
全
性
と
有
効
性
の
面
で
優
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
直
接
比
較
試
験
で
確
認
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
第
２
相
試
験
よ

り
も
さ
ら
に
多
く
の
患
者
さ
ん
（
数
百

人
以
上
）
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

　

臨
床
試
験
に
は
長
い
時
間
（
期
間
）

と
多
額
の
費
用
が
必
要
で
す
。
が
ん
の

種
類
と
お
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
多
少
の

差
は
あ
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
第
１
相

試
験
は
、
２
〜
６
ヶ
月
程
度
の
期
間
と

数
億
円
規
模
の
費
用
、
第
2
相
試
験

は
、
半
年
〜
2
年
程
度
の
期
間
と
数
十

億
円
規
模
の
費
用
、
第
３
相
試
験
は
、

1
年
〜
3
年
程
度
の
期
間
と
数
百
億
円

規
模
の
費
用
が
必
要
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
最
短
で
も
お
お
む
ね
5
年
以
上
の

期
間
と
数
百
億
円
規
模
の
費
用
を
か
け

て
、
新
薬
と
し
て
の
承
認
を
得
た
後
、

保
健
医
療
と
し
て
新
薬
に
よ
る
治
療
が

で
き
る
様
に
な
り
ま
す
。

臨
床
試
験
に
か
か
わ
る
人
々

　

臨
床
試
験
は
、
患
者
さ
ん
の
参
加
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し
ま
す
。
そ
こ

に
は
、
臨
床
試
験
を
安
全
に
、
倫
理
的

か
つ
科
学
的
に
行
う
た
め
に
、
患
者
さ

ん
と
直
接
接
す
る
医
師
や
臨
床
試
験
専

門
の
ス
タ
ッ
フ
（
臨
床
試
験
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
治
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
）：
C
R
C
（
シ
ー
ア
ー
ル
シ
ー
））

を
は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者
の
ほ
か

に
も
、
表
か
ら
は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

多
く
の
専
門
家
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
新
し
い
治
療
法
を
臨

床
試
験
の
中
で
実
施
す
る
こ
と
が
倫
理

的
か
ど
う
か
判
断
す
る
倫
理
審
査
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
、
患
者
さ
ん
が
ど
の
よ

う
な
治
療
を
受
け
た
か
、
ど
の
よ
う
な

副
作
用
が
出
た
の
か
、
治
療
の
効
果
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
っ
た
情
報
を
正

確
に
集
め
て
記
録
す
る
専
門
家
、
臨
床

試
験
か
ら
有
益
な
情
報
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
デ
ー
タ
の
取
り
方
を 

考
え
る
専

門
家
、
臨
床
試
験
の
結
果
を
分
析
す
る

専
門
家
な
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
臨

床
試
験
は
非
常
に
多
く
の
患
者
さ
ん
、

医
療
関
係
者
、
専
門
家
の
協
力
に
よ
っ

て
動
く
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た
め
の
専
門
家
も

加
わ
っ
て
、
臨
床
試
験
を
支
え
て
い
ま

す
。

*
臨
床
試
験
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
臨

床
研
究
、
臨
床
試
験
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
研
究
全
体
を
調
整
す

る
役
割
を
担
う
職
種
で
す
。
研
究
に

関
す
る
事
務
的
な
業
務
を
は
じ
め
、

患
者
さ
ん
と
医
師
・
製
薬
企
業
と
の

調
整
や
患
者
さ
ん
に
心
と
体
の
ケ
ア

を
行
い
ま
す
。
臨
床
試
験
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
は
、
医
療
従
事
者
と
し

て
の
知
識
と
臨
床
経
験
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、

臨
床
検
査
技
師
な
ど
の
実
務
経
験
者

が
多
い
よ
う
で
す
。

正
確
な
診
断
に
よ
っ
て
抗
が
ん
剤
の
有

効
性
が
示
さ
れ
た
実
例

　

2
0
1
1
年
12
月
22
日
、
日
経
メ

デ
ィ
カ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
に
第
52
回
日
本

肺
癌
学
会
総
会
に
お
い
て
、
近
畿
大
学

呼
吸
器
外
科
主
任
教
授　

光
富
徹
哉
先

生
の
「
正
確
な
診
断
が
ク
リ
ゾ
チ
ニ
ブ

の
日
本
人
で
の
高
奏
効
率
に
つ
な
が
っ

た
」
と
い
う
欧
米
を
中
心
に
全
世
界
的

に
同
時
に
実
施
さ
れ
た
新
規
肺
が
ん
治

療
薬
臨
床
試
験
の
結
果
が
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
ク
リ
ゾ
チ
ニ
ブ
と
い
う
新
規
抗

が
ん
剤
は
、
肺
が
ん
患
者
さ
ん
の
う
ち

約
３
〜
５
％
（
日
本
の
肺
が
ん
患
者
さ

ん
の
う
ち
約
2,
4
0
0
〜
4,
0
0
0

人
／
8
0,
0
0
0
人
）
に
存
在
す
る

A
L
K
融
合
遺
伝
子
と
い
う
特
徴
的
な

遺
伝
子
の
異
常
を
と
も
な
う
肺
が
ん
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
お
薬
で
、
全
患
者

で
の
奏
効
率
が
61
・
2
％
、
日
本
か
ら

臨
床
試
験
に
参
加
し
た
患
者
さ
ん
の
奏

効
率
は
93
・
3
％
（
14
人
／
15
人
）
と

な
り
、「
日
本
で
は
複
数
の
手
法
に
よ

る
遺
伝
子
検
査
等
を
実
施
し
、
精
度
の

高
い
診
断
が
出
来
た
こ
と
が
有
効
性
の

差
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
通
常
、
１
種
類
の
抗
が
ん
剤
を
用

い
た
抗
が
ん
剤
治
療
の
奏
効
率
は
20
〜

25
％
、
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
２
剤

併
用
あ
る
い
は
３
剤
併
用
の
抗
が
ん
剤

治
療
の
奏
効
率
は
約
40
％
で
す
か
ら
、

奏
効
率
93
・
3
％
と
い
う
結
果
と
そ
の

最
大
の
理
由
が
「
正
確
な
診
断
」
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
重
要
で
す
。

小
児
が
ん
の
こ
と

　

平
成
25
年
3
月
現
在
、
日
本
の
14
歳

以
下
の
小
児
は
、
1,
6
5
5
万
人
（
日

本
全
人
口
の
約
13
％
）
に
な
り
ま
す
。

新
た
に
発
症
す
る
小
児
が
ん
患
者
数

は
、
年
間
に
2,
0
0
0
〜
2,
5
0
0

人
（
１
人
／
5
0
0
〜
8
0
0
人
）
で

す
の
で
、
１
学
年
３
ク
ラ
ス
の
小
学
校

な
ら
、
１
人
／
小
学
校
、
１
学
年
５
ク

ラ
ス
の
中
学
校
な
ら
、
１
人
／
中
学
校

と
い
う
発
生
頻
度
に
な
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
の
約
15
〜
20
％
（
3
0
0
〜

3
5
0
人
）
が
神
経
芽
細
胞
腫
、
横
紋

筋
肉
腫
、
小
児
脳
腫
瘍
、
ウ
イ
ル
ム
ス
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小児がん 初診から治療までの流れ
病理中央診断，放射線中央診断の重要性

光学顕微鏡

外来受診
鼻血，関節痛，出血傾向等

検査
検体検査 血液，骨髄，尿等
生理検査 超音波等

診断
病理診断 組織，細胞診等
放射線診断 CT, MRI等

治療
最適な治療法の選択

手術，化学療法，放射線治療等 国立成育医療研究センター
放射線診療部CT撮影室

胞巣型横紋筋肉腫
免疫組織化学染色

神経芽細胞腫
N-myc FISH法

骨髄、末梢血
微小残存腫瘍
リアルタイムPCR

胞巣型横紋筋肉腫
PAX3-FKHRキメラ遺伝子

RT-PCR

神経芽細胞腫 MIBG画像
ヨード123標識MIBG

(メタヨードベンジルグアニジン)

国立成育医療研究センターホームページより抜粋 confidential

腫
瘍
、
小
児
肝
が
ん
、
ユ
ー
イ
ン
グ
肉

腫
と
い
う
固
形
が
ん
で
す
。
早
期
あ
る

い
は
良
性
の
小
児
固
形
が
ん
の
治
療

は
、
手
術
だ
け
で
治
癒
し
ま
す
が
、
多

く
の
場
合
小
児
固
形
が
ん
は
進
行
し
た

悪
性
の
状
況
で
発
見
さ
れ
ま
す
か
ら
、

手
術
後
、
約
１
年
間
に
お
よ
ぶ
抗
が
ん

剤
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
小
児
が

ん
と
成
人
が
ん
と
の
大
き
な
違
い
は
、

小
児
が
ん
の
場
合
、
約
70
〜
80
％
の
患

者
さ
ん
が
完
全
治
癒
す
る
こ
と
で
す
。

　

平
成
21
年
以
降
、
独
立
行
政
法
人
国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
病
理

診
断
部
が
研
究
責
任
者
と
な
っ
た
「
病

理
中
央
診
断
」
に
重
点
を
お
い
た
研
究

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
独
立
行
政
法
人

国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
の

病
理
診
断
部
と
放
射
線
診
断
部
が
事
務

局
と
な
っ
て
、
任
意
団
体
小
児
固
形
が

ん
臨
床
試
験
共
同
機
構
（
共
同
機
構
）

を
設
立
し
ま
し
た
。
現
在
、
共
同
機
構

に
は
、
日
本
神
経
芽
腫
研
究
グ
ル
ー

プ
、
日
本
横
紋
筋
肉
腫
研
究
グ
ル
ー

プ
、
日
本
小
児
脳
腫
瘍
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
、
日
本
ウ
ィ
ル
ム
ス
腫
瘍
研
究
グ

ル
ー
プ
、
日
本
小
児
肝
癌
研
究
グ
ル
ー

プ
、
日
本
ユ
ー
イ
ン
グ
肉
腫
研
究
グ

ル
ー
プ
に
所
属
す
る
日
本
全
国
の
大
学

病
院
、
公
立
小
児
専
門
病
院
の
小
児
外

科
、
小
児
科
を
中
心
に
約
１
2
0
施
設

が
参
加
し
、
日
本
全
国
の
小
児
固
形
が

ん
の
90
％
以
上
の
小
児
固
形
が
ん
患
者

さ
ん
に
対
し
て
、
国
立
成
育
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
病
院
病
理
診
断
部
に
お
い

て
、
公
的
研
究
費
に
よ
る
「
研
究
と
し

て
」
病
理
中
央
診
断
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

*
病
理
診
断
：
患
者
さ
ん
が
病
院
に
来

院
さ
れ
る
と
、
適
切
な
治
療
の
た
め

に
適
切
な
診
断
が
必
要
に
な
り
ま

す
。「
病
理
診
断
」
は
最
終
診
断
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
患

者
さ
ん
の 

体
よ
り
採
取
さ
れ
た
病

変
の
組
織
や
細
胞
か
ら 

顕
微
鏡
用

の
ガ
ラ
ス
標
本
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

こ
の
標
本
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
て
診

断
す
る
の
が
病
理
診
断
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
病
理
診
断
を
専
門
と
す
る

医
師
が
病
理
医
で
す
。（
日
本
病
理

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
抜
粋
）

研
究
者
（
医
師
）
主
導
臨
床
試
験
を
支

え
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
N
P
O

法
人
）
の
こ
と

　

前
述
の
日
本
に
お
け
る
抗
が
ん
剤
の

「
研
究
者
（
医
師
）
主
導
臨
床
試
験
」
は
、

独
立
行
政
法
人　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
、
J
C
O
G
（
日
本
臨
床
腫
瘍
研

究
グ
ル
ー
プ
）、
W
J
O
G
（
認
定

N
P
O
法
人　

西
日
本
が
ん
研
究
機

構
）
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人　

国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
J
C
O
G
（
日

本
臨
床
腫
瘍
研
究
グ
ル
ー
プ
）
の
実
施

す
る
「
研
究
者
（
医
師
）
主
導
臨
床
試

験
」
は
、
５
つ
の
N
P
O
法
人
（
が
ん

臨
床
研
究
機
構
、
日
本
臨
床
研
究
支
援

ユ
ニ
ッ
ト
、
放
射
線
治
療
支
援
セ
ン

タ
ー
、
キ
ャ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ

ン
、
サ
ク
セ
ス
）
に
よ
っ
て
、
人
的
に

も
財
政
的
に
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
任
意
団
体

小
児
固
形
が
ん
臨
床
試
験
共
同
機
構

（
共
同
機
構
）
に
お
け
る
病
理
中
央
診
断

の
た
め
に
必
要
な
資
金
は
、
全
て
公
的

研
究
費
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
公
的
研
究
費
は
そ
の
性
質
上
、

研
究
の
た
め
に
必
要
な
試
薬
、
消
耗
品

等
へ
の
使
用
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
病
理
中
央
診
断
に
係

わ
っ
て
い
る
医
師
、
研
究
者
、
実
験
助

手
、
秘
書
の
人
件
費
は
、
勤
務
時
間
外

の
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
標
本
の
輸
送

費
、
事
務
費
等
、
事
務
局
運
営
費
は
施

設
で
負
担
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
独
立
行
政
法
人　

国
立
成
育

医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

実
施
す
る
「
研
究
者
（
医
師
）
主
導
臨
床

試
験
」
を
永
続
的
に
運
営
･
支
援
す
る

た
め
、
希
少
性
疾
患
を
患
う
全
て
の
日

本
の
子
供
た
ち
に
「
正
確
な
診
断
」
に

基
づ
く
「
最
適
な
治
療
」
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

小

児
臨
床
研
究
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

動
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
。


